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『名 前 の な い物 語 」 の幻想 性1)

野 村 知佐子

19世 紀初頭に生 まれなが らも,そ の文芸活動が科学的実証主義 とレア リス

ムの隆盛をきわめる世紀の後半に集中 していたため,バ ルベー ・ドールヴィイ

はともすれば遅れてきた作家という印象をあたえる。カ トリック擁護のたあに

闘争 した彼の作品には幻想的色彩が濃厚であるが,彼 にとつての幻想 とは外的

な効果に頼 らず,あ くまでも現実の人間の情念 に立脚 して描かれたものであ

る。では彼の作品における幻想とはいかなる形であらわれているであろうか。

本稿では彼の最後の小説 『名前のない物語』をとり上げる。 これは男爵夫人 と

その娘の城に逗留 した司祭が,夢 遊病の発作をおこした娘を犯 し身 ごもらせた

たあに,母 と娘のあいだに苛烈な謳いの生 じるという不条理ともいえるような

物語である。なお分析にあたつては,初 期の 『レア』と 『ドン・ジュアンの最

も美 しい恋』2)の2つ の短編を適宜参照する。2つ の短編を選んだのは,前 者

には禁忌の世界を作 り上げる母親 とそこに生 きる娘,後 者には母親と娘の相克

という 『名前のない物語』において2本 の柱をなすイマージュが最も端的かつ

簡潔なかたちで描かれているためである。

*

『名前のない物語』の結末で,フ ェルジョル男爵夫人が娘の不可解 な懐胎の

真相を知つたときの一文につぎのようなものがある

彼女 〔=フ エルジ ョル男爵夫人〕 は,そ の禍 の人 の所業 に愕然 とした。 彼女 と娘 の人

生の なか をまるで吸血鬼 のよ うに通 りぬけたその男 は,自 身 の怪物性 によ つて汚辱 の

なか に転が り落 ち,つ いには夜盗 に身 を堕 と したのである。[361,強 調 引用者]

[97]
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この一節に見 られる 〈禍の人homme-fl6au>を マグダレーナ ・ヴァンジオッ

チはバルベー ・ドールヴィイの描 く典型的人物像とする3)。その名のごとく彼

らは登場 によってそれまで平和で安定 していた世界に破壊と混乱をもたらす者

である。『レア』においては母親 とレア,『 ドン・ジュアンの最 も美 しい恋」で

は侯爵夫人 とその娘 という母娘のいとなむ生に,そ れぞれ 〈禍の人〉であるレ

ジナル ド,ラ ヴィラ伯爵が介入する。『レア』では,わ ずかの感情的高揚 さえ

命 とりになる病に苦 しむレアのまえに,〈禍の人〉 レジナル ドは感受性の強い

一青年 としてあらわれ,彼 女 に恋をする。また,愛 人が他の女性を愛する苦悩

については語 るまで もあるまいが,『 ドン・ジュアンの最 も美 しい恋』におい

て,侯 爵夫人 は愛人のラヴィラによつて,そ の恋敵が実の娘であるというさら

に懊悩 と恐怖にみちた状況に追 い込 まれる。 ここでは 〈禍の人〉である彼は,

侯爵夫人のような才機に満ちた美 しい女性をも,彼 女の娘のように敬度な女性

をも等 しく魅 きつける真の誘惑者 ドン ・ジュアンの姿をとる。この2つ の作品

に見 られる 〈禍の人〉の共通項が,破 壊をもたらすという一点だけであるなら

ば,〈禍の人〉は破壊者 としての機能に応 じてその属性を変化 させるといえる

であろう。つまり彼 らの存在 は安定 した小世界を築 きあげる秩序 と敵対するも

のである。その秩序を司つているのが母親であるとき,彼 らは母親の抱 く最大

の不安を実現するにふ さわしい姿であらわれるといえよう。ではまず 『レア』

との比較によつて リキュルフが登場する以前のフェルジョル母娘の状況をあき

らかにしたい。

B・G・ ロジャースは 『レア』をさか しまの 『眠れる森の美女』であるとす

る4)。友人のアメデとイタリアで享楽的な生活をおくつていた レジナル ドは,

アメデの妹 レアが病のために死に瀕 しているとの知 らせを受け,と もにその生

家を訪れる。 レアの容体はほんのわずかの感情的高揚さえその命を危険にさら

しかねないという深刻なものである。娘の健康を気づかうあまり母親は自身の

母性愛さえ圧 し殺 して娘に接 している。 レジナル ドはレアに恋心を抱 くが,感

情の発露に接 したことのない彼女には当然のことながら恋心が理解できない。

懊悩に駆 られたレジナル ドは,つ いにある夜,レ アの部屋に忍びこむと彼女に

接吻 し,彼 女を死にいたらしめて しまう。娘の健康状態にたいする母親の配慮

にもかかわ らず,レ アのなかで容赦なく進行する病はレジナル ドのただ一度の

接吻によつて噴出 し,す べては無に帰 して しまう。王子の接吻によって死のよ
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うな呪われた眠 りか ら解放される王女 とは逆に,レ ジナル ドの接吻はレアに死

をもたらすのである。ここにはまず死病という与件があり,生 命存続のための

限界状況として禁忌が定められている。つまりレアと彼女に関わるすべての

人々に感情表現を禁ずるというあまりにも特殊な禁忌が要求されるのはレアの

死病のためであり,彼 女の命はこの禁忌なしには存続不可能なのである。

「名前のない物語」において,ラ ステニーから愛され慕われるより畏怖 され

尊敬 されてきたフェルジョル男爵夫人は,『 レア』の母親のように禁忌の支配

する小世界を作 りあげ,そ こに神 として君臨 している。 これは彼女が敬度な女

性であるためだけではなく,過 去にラステニーの父親であるフェルジョル男爵

を愛 し,故 郷を捨てたためでもある。敬度な彼女はかつての恋に密かに罪の意

識を覚えている。 この罪意識は,彼 女が亡 き夫を愛するあまりに追想のなかに

浸れば浸るほど増大する。彼女は娘を愛 しているにもかかわらず,こ とさらに

愛情を見せないように接する。 レァの母親が死病か ら娘を守るために母性愛の

発露を抑えたように,男 爵夫人は娘を恋の罪か ら守るために愛情を圧 し殺 して

いるかのようである

ああ,こ の賢明 さにと りつ かれた母親 は,灰 色 がか つたみ ごとな髪 の重 みではない別

の 目に見え ない重 みに耐え ている娘 の頭 を手 にと り,娘 にと つて額 や目,心 の腫 れを

ひかせ るに心地 よいその肩 の上 に,母 親 の肩 とい う枕の上 に安 らわせて やれ ばよか つ

た のであ る。 しか し彼女 はそ うしなか つた。彼女 は自分 自身 に抵抗 したので あ る。

[282]

フェルジョル母娘の世間からの孤立を思えば,ラ ステニーは母親以外に感情の

はけ口をもたぬのであるが,母 親の思慮深さはそれす ら娘にあたえない。 レア

にレジナル ドの恋心が理解できなかつたように,彼 女は17と いう年齢にして

感情を発散する術を知 らない。 レアの内部で密かに進行する死病がその噴出の

ときを窺つていたように,思 春期を迎えたラステニーの成熟がもたらす愛情へ

の欲求 は,や がてはその開花を迎えずにはいないはずである。彼女は母親の支

配する小世界のなかで人知れず苦 しんでいる

過去を もたず,感 情生活 にた どりつ いた ラステニー,ま だ眠 って はいるが じきに目覚

あ るであ ろう能力の ほころび にた どりつ いた ラステニ ーにとって,そ の孤立感 は母親
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の感 じるそれよ りも深 い ものであ つた。 じつさい彼女 は,苦 痛 に苦 しむ とい うよりも

不快 に苦 しむよ うに してその孤立感 に漠然 と苦 しんでいたのであ った。なぜな らやが

てはは つき りと して くるであろ うが,彼 女 の内部ではすべてが まだ曖昧であ つたため

である……。[280]

ラステニーの内には発散されるべ きエネルギーが渦巻 いているにもかかわら

ず,彼 女はそれを実現するための外部の対象にさえ恵まれない.そ ればかりか

母親が罪悪感か ら暗黙のうちに科 した厳然たる禁忌が彼女に重 くのしかかつて

いる。長い年月,は け口をもたなかった彼女の内なるエネルギーはほんの些細

な出来事で奔流となつて流れださずにはおかないであろう。以上のように 『レ

ア』との比較によつて,ラ ステニーのおかれた状況は,わ ずかの感情的高揚 さ

えもがその命を危険にさらしかねないレアの緊迫 した健康状態に匹敵するとい

えるであろう。 リキュルフの介入によつて夢遊病の発作の最中のラステニーが

受胎するのはこのような限界状況下においてなのである。ではこの状況の背後

に横たわるものとは何なのであろうか。『名前のない物語』 と同様,処 女懐胎

の形容にふさわしい娘の妊娠を中心 に母娘の相克が描かれている作品 として

『ドン・ジュアンの最 も美 しい恋」が挙げられる。つぎにこの作品 との比較に

よつて2人 の立つ限界状況の背後にあるものをあきらかに したい。

ドン・ジュアンの異名をもつラヴィラ伯爵は,か つての愛人たちに囲まれ,

彼の恋愛遍歴のなかで最 も美 しいと思われる恋について語る。それは彼の若い

時期に愛人であつた美 しい侯爵夫人 と彼女 に似ぬの醜 い娘の物語であつた。

『名前のない物語』では娘の懐胎の真相は最後まで謎に包まれたままであるの

にたい し,こ の作品ではただちに娘の口か らあきらかにされる。その真相とは

彼女がある夜,運 悪 くラヴィラの腰かけていたばか りの椅子に座つて しまい,

「火の中に落 とされた」[78]よ うに感 じて受胎を確信 したというものであつ

た。娘の告白を聞いた母親は,そ こで語 られたことに女性として本能的に底知

れぬ恐怖を覚えたたあか,そ の告白を笑いとばしなが ら愛人に伝える。真相が

告げられることによつて外観的には終焉をむかえたかに見える母娘の相克を凌

いで物語の主調色となるのは,純 潔であればこそ抱 くことのできた娘の官能的

な恋である。恋心という一種の過剰な意識に蝕まれた彼女はついにはその生命

を失 うにいたる。一方 『名前のない物語』のラステニーの妊娠 とは,夢 遊病の
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発作の最中に リキュルフによつて強姦 された結果であることはすでに見たとお

りである。先に挙げた娘の懐胎が身体的接触を伴わぬ妄想 にすぎない点で処女

懐胎であったのにたいし,覚 醒 と眠りの中間に位置するこの病の最中に行われ

たラステニーの受胎は,意 識の不在という点でその名に値する5)。フェルジョ

ル男爵夫人は娘が身を委ねた相手の名前を何 としても聞きだそうとする。が,

自身の妊娠に何の覚えもないラステニーにとってしごく不当で しかも残酷なも

ので しかないその詰問は,母 親への怨恨を募 らせるだけである。娘の頑迷な沈

黙をまえに最 も罪深い秘密の潜伏を予感 したフェルジョル男爵夫人は,ラ ステ

ニーの相手が リキュルフ神父ではないかと懊悩する

た とえそれが不条理 であ るとわか りきって はいて も,そ の考え,地 獄の思考 のように

追 いは らお うと努 めてい る疑 念 は,す さま じい執拗 さで彼女 に迫 って きた。彼女が心

のなかの倦 まぬ 目で じつと見つめ るその強迫観念,耽 溺,恐 ろ しい光景 は,そ の狂気

のために太陽 を凝視 し,光 を貧 るこの星によ って 目をや られ,貧 り尽 くされ た目の代

わ りに もはや血 の滴 る2つ の眼窩 しかな くな った狂人の ようであ った。 しか しもう じ

き盲 いて しま うその狂人 よ りももっと不幸 な ことに,彼 女 の瞳を焦が し,固 定 し,っ

ねに目を据 えておかなければな らない この恐 ろ しい太 陽を見つめて も,彼 女 は知的 に

は盲 いるこ とがないのである。[323-324]

真相を知ることは現実の世界に足を踏み入れることである。太陽を見つめる狂

人の目は一旦盲いて しまえば燃えさかる太陽を免れることもできよう。ちょう

ど笑いとばすことによつて娘の告白に感 じた恐怖に目をふさいだ侯爵夫人のよ

うに,真 相がいかに目を覆うほど恐ろしいものであれ,そ れがあきらかにされ

るとき人はその現実のなかで何 らかの方策を見いだ し対処することができる。

だが真相があきらかにされないとき,人 は最悪の事態への予感とそれを打ち消

す希望に引き裂かれることになる。 これはけつして盲いぬ目で永久に太陽を見

つめつづける苦 しみに等 しい。『ドン・ジュアンの最 も美 しい恋」には生命を

焼 きつくすほどの激 しい恋心が存在 したが,こ こには争いの接点さえ存在 しな

いままに一方が命をおとすまで空 しく続 く母娘の苛烈な闘争がある。つまり夢

遊病 という意識の不在は,フ ェルジョル男爵夫人とラステニーの闘争の無意味

さをいやがうえにも強調するのである。 フェルジョル夫人にとつてラステニー

の妊娠が自身の過去の罪意識の再体験であり神の罰であるとき,ラ ステニーに
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とつてのそれは彼女のみたされぬ愛情欲求の生んだ不可解な結果にすぎない。

両者の眼差 しはつねに自身の内部に向けられ けつして相手に注がれることは

ない。『ドン ・ジュァンの最 も美 しい恋』 において,自 身の恋の激烈さのため

に命をおとす娘と,娘 の恋を笑いとばす母親の間に接点が存在 しなかつたのと

同様,こ の2人 のあいだには越ええない深淵が口を開けている。自身の気持ち

を率直に相手に打ちあけようとこの深淵の縁まで接近するも,信 頼感の欠如と

深淵の深 さとが2人 を しりごみさせるとドールヴィイ自身が述べているよう

に6),リ キュルフの登場以前からフェルジョル母娘のなかで破滅の芽は育まれ

ていたといえよう。つまり2人 の無意味な闘争の背後に横たわるのがこの深淵

と信頼感の欠如なのである。この限界状況に介入 した リキュルフの行為はまさ

に 『レア』におけるレジナル ドの死の接吻に等 しいといえよう。

*

2人 の闘争 はラステニーを絶望させた出産ののち,世 間体を守 りおおせたた

あ安堵 したフェルジョル夫人によつて軟化される。生まれた子供が死産児で

あつたことから母親の苦悩 は著 しく軽減 し,彼 女 は娘 との和解をのぞむ。 しか

しラステニーにとつて不条理そのものである出産という体験は彼女の生を蝕む

ことをやあず,彼 女は母親 との和解を拒みつづけ,死 を選ぶのである。ジャッ

ク・プチは,ラ ステニーが リキュルフ神父にたい して感 じたおののきとは,性

的対象に向かいあつたとき誘発 される恐れと魅惑であるとし,彼 女の死は自身

の内部の性的な要素を認知することを拒んだ結果であるという7)。母親の定あ

た禁忌のなかを生 きてきたラステニーにとつて,一 切の性的な事柄は受け入れ

がたいできごとである一方,彼 女のはけ口をもたぬ孤独の苦 しみの奔流が,そ

の意識のおよぼぬ領域で処女懐胎を生 じさせたかのようである。このようにあ

まりにも深 くラステニーに根づいた禁忌は,そ れが破壊 されるとき同時に彼女

の生命その ものをも破壊 したということができよう。『レア』では命を保持す

るたあのものであつた禁忌が,こ こでは成長を阻み,歪 め,死 を要求する至上

命令 となるのである。

『名前のない物語』は,禁 忌の侵犯の代償 として死が要求 される点でギ リシ

ア悲劇を彷彿 とさせるように思われる。禁忌=死 が作品の中核を占あるラシー
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ヌの 「フェー ドル』をブランショはつぎのように分析する。 フェー ドルの死の

原因とは義理の息子イポリットにたいする道ならぬ愛の結果ではなく,彼 女が

自殺への意志を秘めていたたあでもない。はるかに深 く避けがたい死の必然性

が存在するためであると8)。死のイマージュに満たされたこの悲劇の発端は,

フエー ドルがその恋心を乳母であるエノーヌに打ちあけたことにある。第三者

であるエノーヌにたいして行われたこの開示によつて,彼 女の内部に内包され

た夜の力は溢れでた。夜の力を昼の秩序の前に開示することはタブーであり,

その代償 は死である。〈禍の人〉 リキュルフの果たす機能は,そ の存在によつ

て禁 じられているものに開示を迫 るという点で,『 フェー ドル』 におけるエ

ノーヌのそれと等価であると思われる。聖職者から夜盗へと身を堕 とす リキュ

ルフが悪魔的という形容にふさわしい人物であることは確かである。 しか し彼

のこの属性にとらわれすぎると,フ ェルジョル母娘の生きる破滅 と表裏一体の

死を孕んだ限界状況のもつ緊迫感が弱あられるのではあるまいか。つまりここ

で強調 したいのは,リ キュルフが悪魔的な人物としてラステニーを死に導いた

のではないということである。そうではなく彼はラステニーが長いあいだ母親

の定めた禁忌の向こう側に秘め隠 していたものを開示 して見せた。 ラステニー

の死はこの開示 のためであるといえよう。 ところで 〈禍の人〉 としてフェル

ジョル母娘の生に介入した リキュルフ神父の全貌はほとんどが謎に包まれてい

る。 これによつていかなる効果が生じるであろうか。

四旬節の説教のためにフェルジョル男爵夫人の元に逗留 したカプチン僧のリ

キュルフは,あ る日突然別れの挨拶をするでもなくフェルジョルの城を去り,

そのまま物語の中心から姿を消す。彼が再びその姿を見せるのはある商人の物

語の中である9)大 革命の最中,悪 名を馳せた盗賊の一団があつたが,あ る

夜,こ の商人は店の鎧戸の一部が鋸で切 りおとされ,そ の穴からさし入れられ

た手が掛け金をはずそうとして動きまわつているのを発見する。賊を逃 さぬよ

う,そ の手を鉄柵にしつか りと結わえつけていたにもかかわらず,盗 賊 はいま

しあ られた自身の手を鋸で切 りおとして逃走 したという。残された手に光 つて

いたエメラルドの指輪はまさしくラステニーのものであるが,父 親の形見であ

るこの指輪のエピソー ドは,〈禍の人〉 としての リキュルフの機能を再確認さ

せるものであるOつ ぎの引用は指輪とリキュルフ神父の意識との結びつきにつ

いて言及することを拒んでいる一
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ただ,な ぜ彼 〔=リ キュルフ〕 は指輪 を抜 き とったのだろ うか,あ る時点 か ら彼 は切

りお とされ た腕 を もつ盗賊 に身 を堕 としたのだが,す でにその とき彼は盗 賊 とな って

いたのか。答 える術 はない。夢遊病者 は しば しば指輪 をあたえる とい う,だ がそれ も

証明 され ているわ けで はない。[360]

このコンテクストか らは,彼 が誘惑者,あ るいは意図的な破壊者 としてフェル

ジョル母娘に関わったとはいいきれないlo)。指輪を盗むことによつて彼はフェ

ルジョル母娘により一層の絶望を もた らそ うと目論んだのか,あ るいは単に彼

の内部に目覚めた窃盗欲を満足させるためにそうしたのかまったくあきらかに

されていないのである。夢遊病者のラステニーが発作のなか,自 身の手で指輪

を彼にあたえた可能性さえ も灰めかされている。いずれにせよ指輪の紛失を発

見したとき,フ ェルジョル夫人は娘の不貞を確信 し,双 方は絶望を募 らせる。

リキュルフによつて盗まれた指輪は,母 娘の無意味で熾烈な謬いにより一層拍

車をかけるだけである。

一方,作 中にはリキュルフの内面を推察できるであろう一節 もまた見受けら

れる

威厳 に満 ちたカプチ ン僧 は名 高い ブ リデー ヌを思わせ るような説話の エネル ギーで地

獄 につ いて語 つたが,そ れは人々のなかに神への恐怖 以外の何物 も芽生え させな いよ

うに思 われた。[270]

ジ ャ ック ・プ チ は,地 獄 の恐 怖 と神 へ の畏 怖 で説 教 を埋 め つ く した リキ ュル フ

の 姿 に,バ ル ベ ー ・ ドー ル ヴ イイ を育 ん だ ジ ャ ンセ ニ ス ム 的色 彩 の濃 厚 さを指

摘 しな が ら も同 時 につ ぎ の よ うに い う。 も し この神 父 が地 獄 に つ い て しか語 ら

な い とす れ ば,そ れ は彼 が 罪 に対 す る強 迫 観 念 に捕 らわ れ て い るか らで あ る。

つ ま り罪 へ の 不 安 を宿 して い た か ら こそ リキ ュル フの説 教 は罪 の話 で埋 あ 尽 く

され て お り,つ い に は犯 罪 に身 を投 じる に い た る とll)。 フ ェル ジ ョル 夫 人 は リ

キ ュル フを 評 して 「修 道 院 よ り も トラ ピス ト修 道 会 に い ら つ し ゃ る方 が 似 つ か

わ しいで し ょ うに」[273]と い う。 彼 が 「沈 黙 と規 律 の残 酷 さ」[273]で 知 ら

れ て い る トラ ピス ト修 道 院 で非 の打 ち ど ころ な く生 きて い く にふ さわ しい人 間

で あ る こ と を付 加 す る必 要 が あ ろ う。 逆 説 的 で はあ るが リキ ュル フ は厳 しい戒

律 に耐 え ぬ く堅 固 な意 志 を そ な え て い るか ら こそ,あ らゆ る誘 惑 に よ り一 層 さ
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らされていたといえる。なぜならリキュルフが自身の欲望に恐れと不安を抱い

ているのなら,己 に科 された苛酷な戒律に耐えぬ く強い意志は,か えつて彼の

内部に欲望を目覚めさせるからである。禁忌が欲望を目覚めさせる作用を有す

ることは断 るまでもなかろう。 ラステニーが母親の支配する城で限界状況下に

生 きていたのと同様,厳 しい戒律のなかで生 きるリキュルフの内部にもまた限

界状況が存在 したと想像することは的はずれではあるまい。物語の伏線 ともい

えるフェルジョル男爵夫人の 「あなたさまを見ておりますと司祭様,も しも聖

職者でいらつしゃらなかつたら,い ったい何におなりだろうと思わずにはおら

れませんわ」[273]と いう言葉に,彼 はただ微かな笑みで答えるだけである。

男爵夫人の言葉が彼の内部にいかなる影響をもたらしたか知 る術 はないが,罪

業性への不安に苦 しむ人間に罪を犯させ るためにはただひとつの声 と灰あかし

だけで十分であるとすれば12),彼女のこの一声が彼を不安への投身に誘 つたと

想像することもあながち不可能なことではあるまい。いずれにせよ,彼 が犯 し

た数々の犯罪が夢遊病の発作の最中にあつたラステニーを犯すことに端を発 し

ているな ら,リ キュルフは単にフェルジョル男爵夫人 とラステニーにたいし

〈禍の人〉 として作用 しただけではな く,彼 自身 もまた2人 の女性 との出会い

を介 して破滅へと突き進んだということができよう。

盗賊 としてその凶悪さで人々を震えあが らせたのち,彼 はふたたび聖職者 と

して生 きるべ くトラピスト修道院を訪れる。聖職者か ら盗賊,そ して再び聖職

者へとたちもどつた リキュルフの物語か らうかがえるのは,彼 が自身を焼きつ

くすような苛烈 さで生を生 きていたということだけである。では魂の死を意味

するであろう盗賊 としての生をへた リキュルフにとつて,ふ たたび修道院にも

どることは果たして再生を意味するのであろうか。禁忌=死 の成立する世界に

は同時に再生が存在 し,正 真な意味での生が死によつて裏打ちされる.し かる

に リキュルフの内面を推 しはかる余地のある唯一のものは,彼 の受け入れを逡

巡する司祭にたいして口にされた 「あなたは私の抜けだ してきた地獄にまた私

を追いかえすおつもりですか」[361]と いう言葉のみである。 この言葉からは

彼に再生が訪れたのか判断することはできない。なぜなら盗賊になる以前 と同

様,聖 職にたちかえつた彼が一切の欲望を自らに禁ずる極度に禁欲的な生 と欲

望の体現としての生とに引き裂かれつづけていたと想像することも可能だから

である。確かなことは,た だ修道院にまいもどつた彼がそこで盗賊になる以前



106

と同様模範的生活を送 り,死 をむかえたということだけである。盗賊としての

生が彼にいかなる質的差異を生 じさせたか作者が敢えて語 らず謎のままにどど

めたことによつて,そ こに再生の兆 しを読みとることは不可能 となるO

リキュルフを誘惑者 として定義することを回避 し,彼 が指輪を盗んだ動機を

曖昧にすることによつて,人 間の恣意的な力の介入がいつさい廃 される。ま

た,死 のなかをくぐり抜けたともいえる盗賊 としての生が,彼 にいかなる影響

を及ぼしたのか作者はまつたくあきらかにしていないが,こ れによつて読み手

の側に,リ キュルフの魂は予定調和により最初から救われないと決定 されてい

たのではないか とい う思いがわいて くる.リ キュルフにかんす る情報の欠如

は,物 語を一切の人間的意志や感情を寄せつけぬ,純 粋に必然的な破滅への過

程へ と還元する。 ドールヴィイの描 く作品の例にもれず,死 産児の分娩,ラ ス

テニーのピンによる出血 という緩慢な自死,鋸 で切 り落 とされた リキュルフの

手など,『名前のない物語』には残酷な描写が多用 される。 しか しアル トーが

その演劇理論のなかで主張す るように,真 の残酷 さとは単なる流血ではなく,

死刑執行人や拷問者さえもがひとつの厳然たる必然性のまえに屈することであ

るとすれば13),リ キュルフが加害者でフェルジョル男爵夫人とラステニーが被

害者であるという図式は消失 し,三 者の破滅はしかるべき必然性に従 ったもの

と見なされるところに,奥 深い必然性に貫かれたこの小説のもつ正真の残酷 さ

が浮かびあがるであろう。また同時に,ド ールヴィイの作品の幻想性 とは人知

を こえたこの必然の力の作用を示す ものであるといえるだろう。

*

ヴァンジオッチはこの作品を評 して 「開示された超自然」であるとする14)。

物語はラステニーの不可解な処女懐胎をあぐつて展開するが,こ れは人知をこ

えた未知の存在の介入ではなく,ひ とりの司祭によつてなされた。つまり人知

では解明されぬ要素を残すという幻想文学特有の色あいが ここにはほとんど見

うけられないというのである。だがこのようにすべてが人間の行為 という範囲

で説明されればされるほど,逆 説的ではあるがこの破局への過程に超自然的な

恐怖を感 じざるをえないと彼女はいう。 リキュルフがラステニーを犯 し,犯 罪

に身を投 じた動機が彼自身の口か ら語 られないか らこそ,ま た,母 親を娘の死
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刑執行人に変えたラステニーの懐胎という事件が夢遊病の発作の最中に行われ

たからこそ,こ の破局の物語を貫 くものは不自然さや不条理さではなく,む し

ろ人知を超越 した奥深い必然性であるように思われる。〈禍の人〉 リキュルフ

とフェルジョル母娘 との避遁によつて,禁 忌=死 に誘われるという苛酷な必然

性の支配する世界を描 きだした 『名前のない物語』 は,ド ールヴィイ最後の小

説にふさわしい完成度 と洗練をかねそなえた作品であるといえよう。
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